
一般社団法人

日本建築学会
Architectural Institute of Japan

一般社団法人日本建築学会は，会員相互の協力によって，建築に関する
学術・技術・芸術の進歩発達をはかり，もって社会に貢献することを目的
とする学術団体です。1886年（明治19年）に創立されて以来今日にいたる
まで，わが国建築界においてつねに主導的な役割をはたしてきました。

現在，会員は3万6千名余にのぼり，会員の所属は研究教育機関，総合
建設業，設計事務所をはじめ，官公庁，公社公団，建築材料・機器メーカー，
コンサルタント，学生など多岐にわたっています。

本会は，その目的を達成するため，調査研究の振興，情報の発信と収集，
教育と建築文化の振興，業績の表彰，国際交流，提言・要望などの事業を
幅広く実施しています。また，全国に9つの支部と36の支所を設けて，そ
れぞれの地域に即した活動を展開しています。
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■支部所在地
北海道支部 060-0004  北海道札幌市中央区北4条西3-1　北海道建設会館6F（'23.12移転予定）

Tel：011-219-0702 Fax：011-219-0765 http://hokkaido.aij.or.jp/wp/

東 北 支 部 980-0011  宮城県仙台市青葉区上杉1-5-15 日本生命仙台勾当台南ビル4F
Tel：022-265-3404 Fax：022-265-3405 http://tohoku.aij.or.jp/

関 東 支 部 108-8414  東京都港区芝5-26-20　建築会館
Tel：03-3456-2050 Fax：03-3456-2058 http://kanto.aij.or.jp/

東 海 支 部 460-0008  愛知県名古屋市中区栄2-10-19　名古屋商工会議所ビル9F
Tel：052-201-3088 Fax：052-201-3601 http://tokai.aij.or.jp/

北 陸 支 部 920-0863  石川県金沢市玉川町15-1　パークサイドビル3F
Tel：076-220-5566 Fax：076-220-3344 http://hokuriku.aij.or.jp/

近 畿 支 部 550-0004  大阪府大阪市西区靭本町1-8-4　大阪科学技術センター
Tel：06-6443-0538 Fax：06-6443-3144 http://kinki.aij.or.jp/

中 国 支 部 730-0052  広島県広島市中区千田町3-7-47　広島県情報プラザ5F 広島県建築士会内
Tel：082-243-6605 Fax：082-244-3840 https://chugoku.aij.or.jp/

四 国 支 部 782-0003  高知県香美市土佐山田町宮ノ口185　高知工科大学地域連携棟201
Tel：0887-53-4858 Fax：0887-57-2364 http://news-sv.aij.or.jp/shikoku/

九 州 支 部 810-0001  福岡県福岡市中央区天神4-7-11　クレアビル5F
Tel：092-406-2416 Fax：092-406-2418 http://kyushu.aij.or.jp/

会員の種別
正会員（個人）　

建築に関する学識･経験のあ
る個人

入会金　 1,000円
年会費  12,000円

正会員（法人）
建築に関する事業を行う法人
その他の団体

年会費一口  30,000円

準会員
正会員の資格に達しない個人

（学部学生等）
入会金  1,000円
年会費  6,000円

賛助会員　
この会の目的・事業を賛助す
る個人または法人その他の団
体

年会費一口  30,000円

会員の権利・特典
1．代議員の選挙権・被選挙権（正会員のみ）
2．機関誌「建築雑誌」の配布，「作品選集」の希

望配布
3．大会学術講演会・建築デザイン発表会での

講演発表※1

4．「論文集」・「技術報告集」・「英文論文集
（JAABE，JAR）」への投稿※1

5．本会主催設計競技，「作品選集」への応募※1

6．大会・講習会等の学会行事への参加優待
7．本会刊行図書の特価購入
8．図書館の利用，文献コピーサービスの割引
9．ホール，会議室，ギャラリー等の学会施設

の利用割引

10．本会ホームページ会員限定コンテンツの
利用

11．メールサービス広告掲載料の割引※2

12．本会ホームページの「法人・賛助会員一
覧」にてバナーの無料掲載※2

※1　正会員（個人），準会員が対象
※2　正会員（法人），賛助会員が対象
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会員（個人）の構成比：2023年3月現在

会員数　　正会員（個人）=34,228名　　準会員=1,246名　　正会員（法人）=712社　　賛助会員=224社　　合計=36,410名

略  史 歴代
会長

1886年　造家学会創立　会員26名
1887年　会誌「建築雑誌」第1号発行
1897年　建築学会と改称
1905年　文部省から社団法人設立許可
1928年　最初のRC計算規準刊行
1936年　論文報告集第1号発行
1937年　学会賞設置
1942年　建築設計資料集成刊行
1947年 日本建築学会と改称
1949年　新制度の学会賞設置
1958年　社団法人日本建築学会と改称
1982年　｢建築会館」竣工
1986年　創立100周年　全国で記念事業
1988年　建築文化週間創設
1990年　作品選集発行開始
1995年　技術報告集発行開始
1999年　倫理綱領・行動規範の制定
2000年　司法支援建築会議設置
2002年　英文論文集JAABE発行開始
2006年　創立120周年　全国で記念事業
2007年　教育賞設置
2008年　大会建築デザイン発表会開催
2012年　一般社団法人に移行

住まい・まちづくり支援建築会議再編
2013年　著作賞設置，作品選集新人賞設置

子ども教育支援建築会議設置
2014年　倫理綱領・行動規範の改定
2016年　創立130周年　全国で記念事業
2018年　英文論文集JAR発行開始
2019年　技術報告集オンラインジャーナル化
2021年　論文集オンラインジャーナル化

創立当時会長欠員
副会長　辰野金吾（代理）

1886年（明治19年） 青 木 周 蔵
1892年（明治25年） 渡 辺 洪 基
1898年（明治31年） 辰 野 金 吾
1904年（明治37年） 渡 辺 　 譲
1905年（明治38年） 辰 野 金 吾
1918年（大正 7 年） 曽 禰 達 蔵
1921年（大正10年） 中村達太郎
1923年（大正12年） 塚 本 　 靖
1925年（大正14年） 横 河 民 輔
1927年（昭和 2 年） 塚 本 　 靖
1929年（昭和 4 年） 佐 野 利 器
1931年（昭和 6 年） 大 熊 喜 邦
1933年（昭和 8 年） 佐 野 利 器
1935年（昭和10年） 内 田 祥 三
1937年（昭和12年） 佐 野 利 器
1939年（昭和14年） 内 田 祥 三
1941年（昭和16年） 内 藤 多 仲
1943年（昭和18年） 小 林 政 一
1945年（昭和20年） 内 藤 多 仲
1947年（昭和22年） 岸田日出刀
1949年（昭和24年） 吉 田 亨 二
1951年（昭和26年） 伊 藤 　 滋
1953年（昭和28年） 石 井 　 桂
1955年（昭和30年） 武 藤 　 清
1957年（昭和32年） 佐 藤 武 夫
1959年（昭和34年） 二 見 秀 雄
1961年（昭和36年） 木村幸一郎
1963年（昭和38年） 棚 橋 　 諒

1965年（昭和40年） 高 山 英 華
1967年（昭和42年） 坪 井 善 勝
1969年（昭和44年） 前 田 敏 男
1971年（昭和46年） 加 藤 六 美
1973年（昭和48年） 吉 阪 隆 正
1975年（昭和50年） 横 尾 義 貫
1977年（昭和52年） 吉 武 泰 水
1979年（昭和54年） 梅 村 　 魁
1981年（昭和56年） 清 家 　 清
1983年（昭和58年） 小 堀 鐸 二
1985年（昭和60年） 芦 原 義 信
1987年（昭和62年） 谷 　 資 信
1989年（平成元年） 木 下 茂 德
1991年（平成 3 年） 岸 谷 孝 一
1993年（平成 5 年） 内 田 祥 哉
1995年（平成 7 年） 中 村 恒 善
1997年（平成 9 年） 尾 島 俊 雄
1999年（平成11年） 岡 田 恒 男
2001年（平成13年） 仙 田 　 満
2003年（平成15年） 秋 山 　 宏
2005年（平成17年） 村 上 周 三
2007年（平成19年） 斎 藤 公 男
2009年（平成21年） 佐 藤 　 滋
2011年（平成23年） 和 田 　 章
2013年（平成25年） 吉 野 　 博
2015年（平成27年） 中 島 正 愛
2017年（平成29年） 古 谷 誠 章
2019年（令和元年） 竹 脇 　 出
2021年（令和 3 年） 田 辺 新 一
2023年（令和 5 年） 竹 内 　 徹
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Architectural Institute of Japan

〒108－8414 東京都港区芝5－26－20 建築会館
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Japan Architectural Review

調査研究

建築学の専門分野別に15の常置調査研究委
員会を設置し，それらのもとに約600の小委員
会，ワーキンググループを設けて，延べ8,000
名余の委員が年間約2,000回の会合を開いて
専門的な調査研究活動を行っています。
調査研究委員会の活動成果は，本会の規準，仕
様書，指針，報告書等として出版されるとともに，
講習会，シンポジウム等を通して会員をはじめ広
く建築関係者に普及がはかられています。
一方，現代社会における諸課題を抽出し，その
解決のための研究推進に当たる組織として社会
ニーズ対応推進委員会を設置し，社会と積極的
に関わる調査研究活動を推進しています。

大　会

本会の会員が一堂に会し，最新の学術・技術
情報を交換する本会最大の催しです。会員の研
究発表の場である学術講演会・建築デザイン発
表会，専門分野ごとの研究協議会・パネルディ
スカッション，講演会，建築展などが毎年一度3
～4日間にわたって開催されます。

他学協会との共催事業

日本学術会議をはじめ関連する学協会と共催
で研究発表会，シンポジウム等を開催し，学際的
な活動を行っています。

建築雑誌

本会の発信するさまざまな情
報を全会員に周知するための
機関誌「建築雑誌」を毎月発
行しています。「建築雑誌」は
特集，トピックス，資料など
も充実しており，建築界の総
合雑誌ともなっています。

ホームページ

本会の活動や情報をリアルタイムで発信してい
ます。また，会員限定の有益な情報も取得できます。

論文集・技術報告集・英文論文集

「論文集」は複数の専門研究者による厳格な査
読を通過した研究論文を掲載する月刊の論文集
で，構造系・計画系・環境系の3種類をオープン
アクセスジャーナルとして刊行しており、建築
の分野では最も権威があると評価されています。
また、「技術報告集」は会員の優れた技術的成果
を掲載しオープンアクセスジャーナルとして刊
行しています。
英文論文集は，本会と中国・韓国の建築学会の
共同編集によるJAABEと，主として論文集掲
載論文の英訳版を掲載するJARの2誌をオー
プンアクセスジャーナルとして刊行しています。

作品選集

会員が設計した優れた建築作品を発表する
「作品選集」を年1冊「建築雑誌」の増刊として会
員に配布しています。

大会梗概集

大会の学術講演会と建築デザイン発表会にお
いて講演発表される梗概は，オンライン上でダ
ウンロード・閲覧する方式としています。

出版物

本会は定期刊行物以外にも，各種の出版物を
刊行しています。これらは，設計や現場での実務
に欠かすことのできない各種規準・仕様書・指針
をはじめ，災害調査報告，建築設計資料集成や建
築学用語辞典，研究資料や研究報告書，教育用の
テキストなど建築専門家を対象とした専門書か
ら，社会にわかりやすい情報を提供する一般図書
にまで及びます。
建築会館には建築書店を設けて，本会出版物

を常時とりそろえており，オンライン販売も行っ
ています。

図書館・建築博物館

書籍約5万冊，和洋雑誌約1千種10万冊を
所蔵するわが国最大級の建築専門図書館です。
コピーサービスも行っています。図書館内には，
各種の映像資料が収蔵・公開されています。蔵
書目録はホームページで検索することができま
す。
また，本会の過去に刊行された書籍等の電子
化を行い，デジタルアーカイブとして公開して
います。
「建築博物館」では，散逸しつつある貴重な近
代建築資料（特に図面等）の所蔵調査や蒐集，収
蔵資料の整理・研究等を行っています。
論文集・建築雑誌など創刊号からの約40万
件の記事が，会員は無料で検索･ダウンロード
ができます。

情報の発信と収集調査研究の振興

能力開発支援制度

本会に蓄積される最新の学術的知見を能力開
発プログラムとして提供し，会員の生涯にわたる
能力開発を支援します。

講習会・シンポジウム

委員会の研究成果の普及をはかるため、講習
会・シンポジウムを多数開催しています。これ
ら講習会等は、動画配信やeラーニングなどオ
ンラインでも受講することができます。また、
各支部においても講習会・シンポジウムを開催
しています。

設計競技

会員の設計技能向上をはかるため，毎年，課題
を定めて実施しています。

卒業設計展示会

全国の大学・高専から推薦された優秀な卒業
設計作品を毎年，全国で巡回展示しています。

講演会・展覧会・見学会等

著名建築家の講演会，各種建築展，歴史的建造
物や現代建築の見学会等を各地で開催していま
す。また，小中学生とその親を対象とした「親と子
の都市と建築講座」も各地で開いています。

建築文化週間

社会全体の建築文化への関心を高めるために，
「建築文化週間」を設定して，市民対象の講演会，建
築ウォッチングなどを全国規模で実施しています。

優秀卒業論文賞・優秀修士論文賞

大学等の優れた卒業論文，修士論文を毎年顕
彰しています。

表　彰

わが国の建築文化を高める目的で表彰制度を
設置し，毎年，優れた業績を表彰しています。賞
の種類は，それぞれの目的と業績の内容によっ
て，大賞，学会賞（論文，作品，技術，業績の各部
門），教育賞，著作賞，作品選奨，奨励賞，作品
選集新人賞，文化賞に分かれています。

国際交流

本会は複数の国際的な学術団体と協力して国
際会議を主催および支援するとともに，アメリ
カ，中国，韓国，台湾，インドネシアの学会と協
力協定を結んで共同事業を実施しています。

提言・要望

本会独自の調査研究に基づいて建築や都市のあ
り方や防災性向上に関する提言を国や自治体に行っ
たり，持続可能な循環型社会の実現に向けて，わが国
の政策や環境問題に対して積極的に発言していま
す。また価値ある建築物の所有者に対して保存の要
望を行うなど，建築文化の高揚をはかっています。

支援建築会議

司法支援建築会議は，裁判所に調停委員や鑑
定人の候補者として優れた建築専門家を推薦し，
裁判の迅速化に寄与し，建築紛争の調査研究と
その成果を公表することを通じて，公共の利益に
貢献します。住まい・まちづくり支援建築会議は，
住まい・まちづくりに関わる活動の支援を行いま
す。子ども教育支援建築会議は、子どもの住まい･
まちづくり教育に関わる活動支援を行います。

教育推進

建築教育の振興をはかるとともに，全国建築
系の大学が抱える教育や資格の課題に取り組
み，大学を支援しています。

建築会館の運営

本会の活動拠点として建築会館を運営してい
ます。建築会館にはホール，会議室，図書館，建築
博物館，ギャラリー，建築書店，事務局などがおか
れ，中庭には可動屋根を設置し，会員にさまざま
な活動の場を提供しています。

運営組織

本会は総会，理事会によって運営されています。
総会は正会員の直接選挙によって選ばれた代議員
で構成され，本会運営上重要な事項について審議
する機関です。理事会は会長と5名の副会長，27
名の理事から構成され，本会の業務執行の決定を
行う機関です。理事は総会で選任され，会長・副
会長は理事会の決議によって理事の中から選ば
れます。代議員・理事の任期は2年です。

支部・支所

全国を9つのブロックに分けて支部を設置し
ています。各支部は地域の実情に即して独自の調
査研究活動を行うとともに，それぞれ研究発表
会，講演会，講習会，見学会，表彰などの事業を実
施しています。支部の補助機関として全国に36
の支所を設けて，県単位の活動も行っています。

教育・文化事業の振興

組　　織

業績の表彰，その他

建築学会ご案内2023（3校）_3校  23/05/09  12:54  ページ 3


